
大
槻
福
子

提
出
学
位
申
請
論
文

『『
夜
の
寝
覚
』
の
構
造
と
方
法
│
平
安
後
期
か
ら
中
世
へ
の
展
開
│
』
審
査
報
告
書

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
平
安
後
期
の
物
語
『
夜
の
寝
覚
』
に
認
め
ら
れ
る
欠
巻
部
分
の
う
ち
、
特
に
末

尾
欠
巻
部
分
を
中
心
に
、
残
存
す
る
関
連
資
料
の
徹
底
し
た
再
検
討
に
よ
り
、
従
来
の
研
究
で

は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
内
容
の
復
元
を
試
み
た
意
欲
的
な
研
究
で
あ
る
。

論
文
の
構
成
は
、
序
章
、
第
一
部
（
第
一
〜
九
章
）、
第
二
部
（
第
一
○
〜
一
三
章
）、
終
章

か
ら
な
る
。

第
一
部
「『
夜
の
寝
覚
』
│
欠
巻
部
分
の
復
元
と
物
語
の
構
造
│
」
は
、
九
章
を
要
し
て
『
夜
の
寝

覚
』
の
末
尾
欠
巻
部
分
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
各
章
ご
と
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
「『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
分
の
復
元
│
新
出
資
料
の
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題
│
」
で
は
、
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『
夜
の
寝
覚
』
第
四
部
「
末
尾
欠
巻
部
分
」
の
後
半
に
あ
る
「
寝
覚
上
偽
死
事
件
」
以
降
の
物

語
展
開
に
つ
い
て
、
近
時
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
『
夜
寝
覚
抜
書
』・『
伝
慈
円
筆
寝
覚
物
語

切
』
な
ど
の
資
料
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
寝
覚
上
の
偽
死
事
件
・
出
家
な
ど
の
経
緯
は
以
下

の
よ
う
な
展
開
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、〔
寝
覚
上
は
偽
死
事
件
後
、
在
俗

の
ま
ま
、
子
息
ま
さ
こ
に
発
見
さ
れ
、
男
君
と
も
再
会
し
た
が
、
冷
泉
院
（
帝
）
に
そ
の
所
在

を
察
知
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
隠
れ
住
む
。
後
に
、
寝
覚
上
は
「
ま
さ
こ
勘
当
事
件
」
を
解
決

し
よ
う
と
し
て
院
に
許
し
を
願
い
出
た
こ
と
で
、
ま
さ
こ
は
勘
当
を
許
さ
れ
た
。
寝
覚
上
は
そ

の
前
後
に
出
家
す
る
が
、
後
日
、
ま
さ
こ
ら
の
訪
問
を
受
け
、
な
お
我
が
子
へ
の
断
ち
切
れ
ぬ

愛
着
を
知
る
〕
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
と
の
想
定
で
あ
る
。

第
二
章
「『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
分
の
構
造
│
新
旧
資
料
の
解
釈
の
再
検
討
│
」
で
は
、
第
四

部
「
末
尾
欠
巻
部
分
」
に
描
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
「
寝
覚
上
偽
死
事
件
」
の
具
体
的
な
経
緯

に
つ
い
て
修
正
案
を
提
示
す
る
。
以
前
は
、『
無
名
草
子
』
に
記
さ
れ
た
「
死
に
か
へ
る
べ
き

ほ
う
」
の
語
句
か
ら
、
寝
覚
上
が
「
秘
法
秘
薬
な
ど
に
よ
り
一
旦
死
ん
で
、
蘇
っ
た
」
事
件
と
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解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、「
死
に
か
へ
る
べ
き
ほ
う
」
の
用
例
を
厳
密
に
検
討
す
る
こ
と
で
、〔
一

旦
は
仮
死
状
態
に
な
っ
た
寝
覚
上
を
、
冷
泉
院
が
世
間
に
は
死
亡
と
信
じ
さ
せ
て
お
い
て
取
り

籠
め
た
事
件
で
あ
る
〕
と
し
て
、
帝
（
冷
泉
院
）
の
強
い
関
与
の
も
と
に
生
じ
た
事
件
で
あ
る

と
推
定
す
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
想
定
の
も
と
に
「
末
尾
欠
巻
部
分
」
の
年
立
に
つ
い
て
の
試

案
を
も
提
示
す
る
。

第
三
章
「『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
分
の
構
造
補
遺
」
で
は
、
第
二
章
の
論
文
を
発
表
し

た
後
に
指
摘
さ
れ
た
疑
問
に
つ
い
て
、
改
め
て
当
該
資
料
の
詳
細
な
解
釈
を
提
示
す
る
。
併
せ

て
、
帝
に
よ
る
女
君
取
り
籠
め
の
例
が
、
中
世
王
朝
物
語
『
む
ぐ
ら
』
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を

参
考
に
し
つ
つ
、「
偽
死
事
件
」
の
詳
細
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。

第
四
章
「『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
分
の
資
料
の
解
釈
と
そ
の
問
題
」
で
は
、
第
四
部

「
末
尾
欠
巻
部
分
」
の
内
容
に
関
わ
っ
て
、『
無
名
草
子
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
せ
め
て
は
、

大
臣
に
隠
れ
忍
び
て
だ
に
果
て
た
ら
ば
、
身
を
も
な
き
に
な
し
て
も
や
み
な
む
」
と
、『
拾
遺

百
番
歌
合
』
一
五
番
歌
右
「
見
し
ま
ま
の
夢
の
う
ち
に
ぞ
ま
ど
は
る
る
立
ち
後
れ
に
し
身
を
恨
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み
つ
つ
」（
中
宮
の
歌
）
の
解
釈
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
に
対
す
る
修
正
案
を
示
し
、
前
章

ま
で
に
主
張
し
て
き
た
「
末
尾
欠
巻
部
分
」
の
推
定
内
容
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
一
筋
に
身
を
も
な
き
に
な
し
て
も
や
み
な
む
」
は
、〔（
男
君
も
）
一
筋
に
わ
が

身
を
捨
て
る
ほ
ど
悲
し
ん
で
終
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
〕
と
男
君
を
主
語
と
す
る
従
来
の
解
釈
に

対
し
て
、〔（
寝
覚
上
は
）
一
筋
に
出
家
を
果
た
し
も
し
た
こ
と
だ
ろ
う
〕
と
寝
覚
上
の
出
家
の

こ
と
で
あ
る
と
の
修
正
案
で
あ
る
。
ま
た
、『
拾
遺
百
番
歌
合
』
一
五
番
歌
の
中
宮
（
石
山
の

姫
君
）
の
「
立
ち
後
れ
に
し
」
は
、〔
先
に
（
母
上＝

寝
覚
上
）
に
出
家
さ
れ
て
後
に
取
り
残

さ
れ
た
〕
と
の
従
来
の
解
釈
に
対
し
て
、〔（
母
上
）
に
先
立
た
れ
て
（
自
分
が
）
取
り
残
さ
れ

た
〕
こ
と
、
す
な
わ
ち
寝
覚
上
の
逝
去
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
修
正
案
を
提
起
す
る
。
な

お
、
近
年
『
夜
の
寝
覚
』
の
一
部
か
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
専
修
大
学
図
書
館
蔵
の
断
簡
に
つ
い

て
、『
夜
の
寝
覚
』
の
内
容
と
は
認
め
難
い
と
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
五
章
「『
夜
の
寝
覚
』
と
長
恨
歌
│
帝
と
寝
覚
上
の
造
型
│
」
で
は
、『
夜
の
寝
覚
』
に
お
け
る

帝
（
冷
泉
院
）
に
つ
い
て
は
、「
末
尾
欠
巻
部
分
」
の
従
来
の
復
元
内
容
は
、
寝
覚
上
の
拒
否
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に
よ
り
、
帝
の
恋
が
叶
う
こ
と
な
く
閉
じ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、『
竹
取

物
語
』
の
帝
的
な
位
置
付
け
と
す
る
見
方
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
寝
覚
上
偽
死
事

件
」「
ま
さ
こ
勘
当
事
件
」
に
は
、
い
ず
れ
も
帝
の
深
い
関
与
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
物
語
発
端
部
で
の
「
国
王
ま
で
伝
へ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
ば
か
り
」
と
い
う
天
人
の
予
言

と
の
関
わ
り
か
ら
見
て
、
帝
は
物
語
の
構
造
に
関
わ
る
重
要
な
位
置
に
い
た
こ
と
を
、『
長
恨

歌
』
に
か
か
わ
る
説
話
か
ら
の
影
響
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
よ
り
補
強
し
う
る
こ
と
を
論
ず
る
。

第
六
章
「
『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
分
に
お
け
る
立
后
と
立
坊
」
で
は
、「
末
尾
欠
巻
部
分
」

に
お
け
る
「
石
山
の
姫
君
立
后
」
と
「
内
侍
督
腹
の
皇
子
の
立
坊
」
と
い
う
「
慶
事
」
は
、
従

来
は
「
国
王
ま
で
伝
へ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
ば
か
り
」
と
い
う
天
人
の
帝
に
関
わ
る
予
言
の
実

現
で
あ
り
、
寝
覚
上
の
幸
福
の
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
寝

覚
上
の
夫
で
あ
っ
た
老
関
白
の
次
女
が
、
寝
覚
上
と
間
違
え
ら
れ
て
盗
み
出
さ
れ
た
と
い
う
不

幸
な
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
以
後
の
寝
覚
上
を
め
ぐ
る
不
幸
な
事
件
の
端
緒

と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
、
予
言
の
実
現
と
い
う
慶
事
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
説
く
。
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第
七
章
「
寝
覚
上
の
宿
命
│
第
三
部
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
│
」
で
は
、『
夜
の
寝
覚
』
の
第
三
部

（
巻
三
〜
五
）
に
見
ら
れ
る
女
主
人
公
寝
覚
上
の
詳
細
な
心
理
描
写
に
つ
い
て
は
、
寝
覚
上
が

自
身
の
深
層
心
理
に
気
づ
き
、
苦
悩
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

そ
こ
に
「
主
題
の
深
化
」
や
「
物
語
の
変
容
」
を
読
み
取
る
見
方
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
第
四
部
「
末
尾
欠
巻
部
分
」
に
想
定
さ
れ
る
帝
と
寝
覚
上
と
の
物
語
か
ら
す
る
と
、
中

世
王
朝
物
語
に
散
見
す
る
「
し
の
び
ね
型
」
の
物
語
の
展
開
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
こ

に
描
か
れ
る
の
は
、
男
君
へ
の
不
信
か
ら
孤
独
を
深
め
て
ゆ
く
女
主
人
公
の
心
理
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
後
に
帝
の
接
近
を
招
く
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
八
章
「『
夜
寝
覚
抜
書
』
の
方
法
│
第
二
場
面
と
『
小
夜
衣
』
と
の
関
連
を
中
心
に
│
」
で
は
、
近

年
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
『
夜
寝
覚
抜
書
』
に
は
、『
夜
の
寝
覚
』
の
「
中
間
欠
巻
部

分
」
か
ら
三
場
面
、「
末
尾
欠
巻
部
分
」
か
ら
二
場
面
、
い
ず
れ
も
和
歌
を
含
ん
だ
計
五
場
面

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
第
二
場
面
の
詞
書
部
分
は
、
従
来
は
、
原
作
の
文
章
を
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
化
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
行
物
語
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
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箇
所
の
多
い
『
小
夜
衣
』
の
文
章
の
中
に
、『
夜
寝
覚
抜
書
』
第
二
場
面
の
詞
書
部
分
と
類
似

す
る
本
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
『
夜
寝
覚
抜
書
』
の
第
二
場
面
は
、

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
は
な
く
、原
作
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
こ
と
を
説
く
。

さ
ら
に
、
残
る
四
場
面
に
つ
い
て
も
、
第
二
場
面
と
同
様
に
、
詞
書
部
分
は
登
場
人
物
の
心
情

の
流
れ
を
重
視
す
る
形
で
、
原
作
の
地
の
文
が
抜
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
定
す
る
。

第
九
章
「
改
作
本
『
夜
寝
覚
物
語
』
の
方
法
│
女
主
人
公
の
人
物
造
型
の
改
変
を
め
ぐ
っ
て
│
」
で
は
、

い
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
改
作
本
『
夜
寝
覚
物
語
』
の
女
主
人
公
寝
覚
上
の
人
物
造
型
の
改

変
が
、
ど
の
よ
う
な
改
作
の
方
法
に
よ
る
も
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

原
作
『
夜
の
寝
覚
』
と
比
較
す
る
と
、
改
作
本
で
は
、
漓
女
君
の
不
幸
の
原
因
と
な
っ
た
帝
と

の
関
わ
り
を
、
物
語
冒
頭
の
予
言
と
と
も
に
省
略
し
て
い
る
こ
と
、
滷
女
君
の
不
幸
を
予
想
さ

せ
る
原
作
の
「
楊
貴
妃
」
的
性
格
を
す
べ
て
取
り
去
っ
て
「
天
人
」
的
な
も
の
に
改
変
す
る
こ

と
で
、
女
君
と
周
囲
と
の
確
執
を
弱
め
、
女
君
と
男
君
の
和
歌
の
贈
答
で
最
後
を
結
ぶ
ハ
ッ
ピ

ィ
ー
エ
ン
ド
へ
と
物
語
を
無
理
な
く
導
く
手
法
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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第
二
部
「
平
安
後
期
物
語
・
中
世
王
朝
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、『
夜
の
寝
覚
』
を
除
く
、

平
安
後
期
・
中
世
王
朝
物
語
の
中
か
ら
、
な
お
多
く
の
課
題
を
残
す
『
狭
衣
物
語
』『
小
夜
衣
』

『
か
ば
ね
尋
ぬ
る
宮
』『
松
陰
中
納
言
物
語
』
を
取
り
上
げ
、
四
章
（
第
十
〜
十
三
章
）
に
わ

た
っ
て
論
じ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
第
二
部
は
、
副
論
文
と
し
て
提
示
し
た
既
刊
単
著
『
中
世
王
朝
物
語
の
表
現
』

（
平
成
一
一
年
刊
行
。
全
三
三
八
頁
）
で
の
研
究
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
副
論
文
は
、
以

下
の
十
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
「
中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
表
現
の
問
題
」、
第
二

章
「『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
の
成
立
」、
第
三
章
「『
松
陰
中
納
言
物
語
』
の
成
立
」、
第
四
章

「『
松
陰
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
敬
語
の
特
殊
な
用
法
に
つ
い
て
」、
第
五
章
「『
木
幡
の
時

雨
』
の
文
章
│
先
行
物
語
か
ら
の
影
響
（
一
）
│
」、
第
六
章
「『
あ
き
ぎ
り
』
の
文
章
│
先
行
物
語
か
ら

の
影
響
（
二
）
│
」、
第
七
章
「『
小
夜
衣
』
の
引
き
歌
に
つ
い
て
」、
第
八
章
「『
狭
衣
物
語
』
と

百
番
歌
合
」、
第
九
章
「『
狭
衣
物
語
』
と
『
風
葉
和
歌
集
』」、
第
十
章
「
資
料
編
大
覚
寺
本

『
小
夜
衣
』
翻
刻
」。
以
上
の
よ
う
に
、
六
編
の
中
世
王
朝
物
語
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
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の
表
現
の
特
徴
と
影
響
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。
併
せ
て
、
大
覚
寺
本
『
小
夜
衣
』
の
全
文
を

翻
刻
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

本
論
文
第
二
部
の
各
章
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
十
章
「『
狭
衣
物
語
』
跋
文
の
解
釈
に
つ
い
て
の
試
論
」
は
、『
狭
衣
物
語
』
の
内
閣
文
庫

本
を
初
め
と
す
る
一
部
の
伝
本
に
存
在
す
る
跋
文
は
、『
狭
衣
物
語
』
作
者
の
立
場
で
記
さ
れ

た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
従
来
の
把
握
に
対
し
て
、
跋
文
全
文
の
語
句
と
解
釈
に
再
検
討
を
加
え

た
結
果
、「『
狭
衣
物
語
』
を
読
ん
だ
読
者
の
感
想
」
と
い
う
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
と
理
解

す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

第
十
一
章
「「
飛
鳥
井
物
語
」
の
変
貌
│
『
小
夜
衣
』
女
性
主
人
公
像
を
中
心
と
し
て
│
」
で
は
、『
小

夜
衣
』
の
女
主
人
公
の
人
物
造
形
に
は
、『
狭
衣
物
語
』
の
飛
鳥
井
女
君
や
、
宰
相
中
将
妹
君

か
ら
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
が
、『
狭
衣
物
語
』
の
飛
鳥
井
女
君
は
登
場
す
る
場
面
で
処
女
性

を
疑
わ
れ
る
、
女
君
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

『
小
夜
衣
』
の
女
君
は
、
後
に
狭
衣
帝
の
后
と
な
る
宰
相
中
将
妹
君
の
人
物
造
形
と
組
み
合
わ
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せ
る
こ
と
に
よ
り
、
飛
鳥
井
女
君
の
魅
力
を
も
生
か
し
つ
つ
、
男
君
に
相
応
し
い
女
主
人
公
と

し
て
造
形
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
よ
り
面
白
い
物
語
を
、
よ
り
魅
力
的
な
主
人
公
を

創
造
し
よ
う
と
す
る
中
世
王
朝
物
語
の
工
夫
を
見
出
そ
う
と
す
る
。

第
十
二
章
「「
う
づ
も
れ
ぬ
か
ば
ね
」
の
物
語
│
『
か
ば
ね
尋
ぬ
る
宮
』
の
復
元
試
論
」
で
は
、
散

逸
物
語
『
か
ば
ね
尋
ぬ
る
宮
』
は
、『
更
級
日
記
』
に
記
さ
れ
た
和
歌
を
含
む
記
述
、
お
よ
び

『
狭
衣
物
語
』
跋
文
、『
風
葉
和
歌
集
』
の
歌
二
首
な
ど
か
ら
、
悲
恋
の
末
に
入
水
自
殺
し
た

女
君
の
埋
葬
さ
れ
ぬ
ま
ま
の
屍
を
、
三
宮
が
探
す
物
語
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
更
級
日

記
』
所
載
の
和
歌
の
解
釈
を
中
心
に
、『
あ
き
ぎ
り
』『
い
は
で
し
の
ぶ
』『
む
ぐ
ら
』
な
ど
の

王
朝
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
参
考
に
し
つ
つ
、
改
め
て
復
元
を
試
み
る
と
、
死
亡
し
た
と
思

わ
れ
た
女
君
が
実
は
生
存
し
て
お
り
、
三
宮
は
そ
れ
を
知
ら
ず
に
「
埋
も
れ
な
い
屍
」、
す
な

わ
ち
存
在
し
な
い
遺
体
を
探
し
続
け
た
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

第
十
三
章
「『
松
陰
中
納
言
物
語
』
と
聖
徳
太
子
伝
」
で
は
、『
松
陰
中
納
言
物
語
』
の
主
人

公
・
松
陰
中
納
言
が
、
恋
の
争
い
に
敗
れ
た
山
の
井
中
納
言
の
奸
計
に
よ
り
隠
岐
に
流
さ
れ
る
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が
、
山
の
井
一
味
の
策
謀
が
露
見
し
た
こ
と
で
、
松
陰
は
京
に
戻
り
繁
栄
す
る
と
い
う
内
容
の

物
語
の
前
半
に
、
主
人
公
の
弟
が
東
夷
征
討
の
折
に
得
た
宝
珠
を
、
後
に
御
堂
建
立
の
際
に
、

地
中
よ
り
掘
り
出
さ
れ
た
石
の
筥
の
上
に
そ
の
宝
珠
を
さ
さ
げ
る
と
、
中
に
観
音
の
姿
が
現
じ

た
と
い
う
挿
話
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
素
材
に
は
、
中
世
の
聖
徳
太
子
伝
承
か
ら
の
顕
著
な
影

響
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
善
人
が
栄
え
悪
人
が
仏
縁
に
導
か

れ
る
と
い
っ
た
中
世
的
な
物
語
へ
と
変
貌
す
る
こ
の
物
語
の
構
造
を
明
か
に
す
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
『『
夜
の
寝
覚
』
の
構
造
と
方
法
│
平
安
後
期
か
ら
中
世
へ
の
展
開
│
』（
平
成
二
三
年
八
月

三
一
日
発
行
、
笠
間
書
院
）
は
、『
夜
の
寝
覚
』
を
中
心
と
す
る
平
安
後
期
の
物
語
が
、
ど
の

よ
う
な
構
造
と
方
法
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
内
容
が
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
経

て
中
世
王
朝
物
語
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
か
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
の
構
成
は
、
序
章
、
第
一
部
「『
夜
の
寝
覚
』
│
欠
巻
部
分
の
復
元
と
物
語
の
構
造
│
」（
第
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一
〜
九
章
）
、第
二
部
「
平
安
後
期
物
語
・
中
世
王
朝
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」（
第
一
○
〜
一
三
章
）
、

お
よ
び
終
章
か
ら
な
る
。

本
論
文
の
中
心
は
、
第
一
部
で
九
章
を
要
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
『
夜
の
寝
覚
』
に
あ
る
。

本
物
語
は
、
五
巻
の
み
が
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
第
一
部
（
巻
一
〜
二
）、
第
二

部
（
中
間
欠
巻
部
分
）、
第
三
部
（
巻
三
〜
五
）、
第
四
部
（
末
尾
欠
巻
部
分
）
の
四
部
に
分
け

ら
れ
て
お
り
、
第
二
部
・
第
四
部
は
、
巻
数
が
不
明
の
欠
巻
部
分
で
あ
っ
て
、
本
来
の
物
語
内

容
は
判
明
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
部
ま
で
は
、『
夜
の
寝
覚
』
の
改
作
本
で
あ
る
『
夜

寝
覚
物
語
』
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
内
容
は
把
握
で
き
る
が
、
第
四
部

（
末
尾
欠
巻
部
分
）
に
つ
い
て
は
、
関
連
資
料
も
少
な
く
、
筋
の
展
開
や
最
終
的
な
物
語
の
結

末
も
、
ほ
と
ん
ど
が
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
姉
大
君
の
夫
と
な
る
男
君
が
、
結
婚

前
に
箏
の
琴
の
音
に
惹
か
れ
て
契
り
を
結
ん
だ
中
の
君
（
大
君
の
姉
・
寝
覚
上
・
女
主
人
公
）

が
、
懐
妊
・
出
産
・
悲
恋
な
ど
を
通
し
て
味
わ
う
こ
と
と
な
っ
た
、
女
と
し
て
母
と
し
て
の
心

の
掘
り
起
こ
し
が
末
尾
欠
巻
部
分
で
も
継
続
し
、
そ
れ
を
描
く
こ
と
が
『
夜
の
寝
覚
』
の
主
題
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で
あ
っ
た
と
の
想
定
が
、
現
在
ま
で
の
研
究
の
実
態
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
本
論
文
で
は
、
関
連
資
料
で
あ
る
『
無
名
草
子
』
や
、
『
寝
覚
物
語
絵
巻
』

詞
書
第
三
段
、『
拾
遺
百
番
歌
合
』、
改
作
本
『
夜
寝
覚
物
語
』、『
夜
寝
覚
抜
書
』『
伝
慈
円
筆

寝
覚
物
語
切
』
な
ど
の
新
旧
資
料
の
全
て
を
詳
細
に
読
み
直
す
こ
と
で
、
第
四
部
（
末
尾
欠
巻

部
分
）
の
内
容
を
復
元
し
、
従
来
の
推
定
を
大
幅
に
修
正
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
第
一
章
「『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
分
の
復
元
│
新
出
資
料
の
解
釈
を
め
ぐ
る
問

題
│
」
で
、
い
ま
だ
十
分
に
確
認
で
き
て
い
な
い
「
寝
覚
上
偽
死
事
件
」
以
降
の
物
語
展
開
に

つ
い
て
、〔
寝
覚
上
は
偽
死
事
件
後
、
在
俗
の
ま
ま
、
子
息
ま
さ
こ
に
発
見
さ
れ
、
男
君
と
も

再
会
し
た
が
、
冷
泉
院
に
そ
の
所
在
を
察
知
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
隠
れ
住
み
、
後
に
、「
ま

さ
こ
勘
当
事
件
」
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
院
に
許
し
を
願
い
出
た
〕
と
す
る
新
た
な
復
元
内
容

の
想
定
は
評
価
で
き
る
。
さ
ら
に
、
第
二
章
「『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部
分
の
構
造
│
新
旧
資

料
の
解
釈
の
再
検
討
│
」
に
お
い
て
、「
寝
覚
上
偽
死
事
件
」
に
つ
い
て
記
す
『
無
名
草
子
』
の

「
死
に
か
へ
る
べ
き
ほ
う
」
の
語
句
を
細
か
く
検
討
す
る
こ
と
で
、
寝
覚
上
が
「
秘
法
秘
薬
な
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ど
に
よ
り
一
旦
死
ん
で
、
蘇
っ
た
」
と
す
る
従
来
の
解
釈
に
対
し
て
、〔
一
旦
は
仮
死
状
態
に

な
っ
た
寝
覚
上
を
、
帝
（
冷
泉
院
）
が
世
間
に
は
死
亡
と
信
じ
さ
せ
て
お
い
て
取
り
籠
め
た
事

件
〕
で
あ
っ
て
、
帝
が
強
く
関
与
し
て
い
た
と
す
る
想
定
は
、
物
語
冒
頭
の
天
人
の
予
言
と
も

関
わ
る
も
の
で
、
以
後
の
『
夜
の
寝
覚
』
研
究
に
お
い
て
、
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
指
摘
で

あ
る
。

『
夜
の
寝
覚
』
に
関
わ
る
第
一
部
で
の
九
章
に
わ
た
る
論
述
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
以
下

の
三
点
と
な
ろ
う
。
漓
第
三
部
に
お
け
る
中
の
君
（
寝
覚
上
）
の
一
連
の
心
理
描
写
は
、
寝
覚

上
が
男
君
に
不
信
感
を
抱
き
孤
立
し
て
い
く
姿
で
あ
り
、
そ
れ
は
後
の
帝
の
接
近
に
不
可
欠
の

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
あ
る
こ
と
。
滷
末
尾
欠
巻
部
分
の
「
寝
覚
上
偽
死
事
件
」「
ま
さ
こ
君
勘

当
事
件
」
は
、
寝
覚
上
と
帝
と
の
強
い
関
わ
り
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

澆
物
語
当
初
で
、
中
の
君
（
寝
覚
上
）
に
琵
琶
の
秘
曲
を
伝
授
し
た
際
の
天
人
に
よ
る
「
国
王

ま
で
伝
へ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
ば
か
り
」
と
い
う
予
言
は
、
物
語
の
山
場
と
し
て
末
尾
欠
巻
部

分
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
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後
半
の
第
二
部
「
平
安
後
期
物
語
・
中
世
王
朝
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」
は
四
章
で
構
成
さ
れ
、

『
夜
の
寝
覚
』
以
外
の
平
安
後
期
・
中
世
王
朝
物
語
の
中
か
ら
、『
狭
衣
物
語
』『
小
夜
衣
』

『
か
ば
ね
尋
ぬ
る
宮
』
『
松
陰
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て
、
作
品
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
特
質
と
、

そ
れ
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
作
者
の
工
夫
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
中
世
王
朝
物
語
へ
と
変
貌
し

て
い
く
物
語
の
構
造
に
つ
い
て
論
じ
る
。

な
お
、
こ
の
第
二
部
は
、
副
論
文
と
し
て
提
示
し
た
既
刊
単
著
『
中
世
王
朝
物
語
の
表
現
』

（
平
成
一
一
年
刊
行
。
全
三
三
八
頁
。
世
界
思
想
社
）
で
の
研
究
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
副
論
文
は

十
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』『
松
陰
中
納
言
物
語
』『
木
幡
の
時
雨
』

『
あ
き
ぎ
り
』『
小
夜
衣
』『
狭
衣
物
語
』
の
、
六
編
の
物
語
を
取
り
上
げ
て
、
表
現
面
の
特
徴

に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、そ
の
研
究
成
果
は
本
論
文
の
第
二
部
の
論
考
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
『
夜
の
寝
覚
』
の
末
尾
欠
巻
部
分
を
中
心
に
、
新
旧
資
料
の
再

検
討
を
通
し
て
物
語
内
容
に
つ
い
て
新
た
な
復
元
を
試
み
、「
国
王
ま
で
伝
へ
た
て
ま
つ
り
た

ま
ふ
ば
か
り
」
と
い
う
天
人
の
予
言
に
即
応
し
た
物
語
展
開
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
、
意
欲
的
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な
論
考
で
あ
る
。

た
だ
し
、
課
題
も
残
る
。
論
文
名
の
「
構
造
と
方
法
」
の
う
ち
、「
方
法
」
に
つ
い
て
は
必

ず
し
も
論
文
内
容
と
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、『
夜
の
寝
覚
』
を
論
じ
た
第
一
部
（
九
章
）
と
、

そ
れ
以
外
の
第
二
部
（
四
章
）
と
で
は
構
成
・
内
容
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
に
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、

中
世
王
朝
物
語
へ
の
展
開
を
考
え
る
上
に
、
中
世
の
聖
徳
太
子
伝
承
や
竹
取
伝
承
に
対
し
て
、

よ
り
広
い
視
野
か
ら
考
察
を
加
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
論

者
は
自
覚
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
考
察
を
深
め
つ
つ
継
続
し
て
論
文
を
発
表
し
て
い
る
な
ど
、

今
後
に
向
け
て
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
が
期
待
で
き
る
。

よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
で
あ
る
大
槻
福
子
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ

る
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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